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【目的】 QT延長症候群(LQTS)の治療はβ遮断薬が第一選択であるが、 1型LQTSに比べ、 2















【結果】 51名のβ遮断薬が投与されていた患者のうち、 43名が選択的β遮断薬Cgroupl) 、
8名がカルべジロール(group2)を投与ざれていた。診断時平均年齢は各々22±11歳、 26±12
歳Cgroupl vs group2)、 LQTSの重症度を示すSchwartzスコアは5. 2±1. 7点vs 5.6±1. 3点、



















































1 ) 518名のQT延長症候群の弟端者の遺伝子診断で、 82名がKCNH2遺伝子変異を有し
その家族51名に同変異を認めた。
2) LQT2の133名のうち51名はβ速断薬、 43名が選択的β遮断約薬治療を受けていた。
8名にはα β遮断薬であるカルベジロールが投薬されていた。
3)性別、診断時年齢、遮断薬内服前の心イベントの患者背景には差をみとめなかったが、
遮断薬投薬開始年齢はカルベジロール群で高く、追加治療としてのメキシチレン投与は選択的
β遮断薬群で多くみられた。
4) β遮断薬51名中11名で心イベントの発現を認め、総てが選択的β遮断薬投与群であっ
た。カルベルジロール投与群で心イベントを発現したものはなく、 Log-rar]血検定ではp=0.098
とその優位性を示す傾向が認められた。
本論文は、 2型QT延長症候群の治療に新たな知見を与えたものであり、最終試験としての論
文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学博士)の学位論文に値するものと認め
られたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総字数599字)
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